



























































In the recent years, the need of the switch to “active-learning” which the university students independently discover some 
problems and fi nd their solutions is demanded. In the recent university educations, one as its means use the utilization of 
presentations and the investigation learning and discussions and debates by an individual or groups, but it's not put into 
eff ect so much in the daily lessons. On the other hand, in the elementary and junior high school educations, the learning 
mainly composed of the children who could take their activity and remark in much is performed daily. With the above 
reason, we decide to introduce the educational methods performed daily by elementary and junior high schools and 






















































































































































































































年度 2014 2015 2016 2017
初等算数Ⅰ 124人 121人 116人 未実施












































































































































































































































































































図２ 初等算数Ⅱの授業モデル（8／15時間目）「4年 面積」 
前の時間に学習したことを振り返
ろう。 
４年「面積」の第１時間目の導入場
面について考えよう。 
前時は「円」の授業における算数的
活動について考えたよ。コンパス
を上手に使えるようになるポイン
トと、子どもが意欲的に円を描く
活動を考えたね。 
「面積」の導入場面について、グル
ープで考えたよ。 
他のグループの意見も聞いてみた
いなあ。 
自分が教員になったときに、「やっ
てみたい」と思うような「面積」の
導入場面の取り組みが見つかった
よ。 
「面積」の導入場面では、子どもの
実態などを考慮して、ゲーム性や
比較するような場が効果的みたい
だね。 
自分が小学生だった頃、「陣取りゲ
ーム」をやった記憶があるよ。導入
場面でうまく使えないかな。 
広さを比較するような学習課題を
提示するような導入場面はどうか
な。 
今日は４年「面積」の算数的活動を
考えることがテーマだね。 
４年「面積」の算数的活動で大切に
することはどんなことかな。 
子どもが「面積の学習っておもし
ろそう」と思うような導入場面と
して、どのような工夫が考えられ
るかな。 
今日の授業について振り返ってみ
よう。 
人によって工夫の仕方がそれぞれ
だね。 
実際の授業での導入場面の様子も
知りたいなあ。 
評価 
◎子どもの「活動」を重視した「面積」の導入場面につ
いて、グループの人と協力しながら考えをもつことがで
きるとともに、多様な考えを認めることができる。 
○子どもの「活動」を重視した「面積」の導入場面につ
いて、グループの人と協力しながら考えをもつことがで
きる。 
△子どもの「活動」を重視した「面積」の導入場面につ
いて、グループの人と協力しなかったり、自身の考えを
もったりすることができない。 
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　グループによる話し合いの場については，初等算数Ⅰ
において92.4～97.4％，初等算数Ⅱにおいては88.7～
95.9％が「楽しい」と感じている。また，初等算数Ⅰ
で95.2～97.6％，初等算数Ⅱで96.6～98.3％の学生が，
「グループによる話し合いで，自分との違った考えを知
ることがあった」と感じている。さらに，初等算数Ⅰで
93.5～94.8％，初等算数Ⅱで95.0～97.4％の学生が「グ
ループで話し合うことが自分にとって効果的であった」
と感じている。
　また，グループによる学び合いに関する自由記述とし
て，次のようなものがあった。
　「１人で考えると考えがかたよってしまって同じよう
なパターンになってしまいますが，みんなと交流するこ
とで新しい考えに触れて，いろいろな発想をもつことが
できるようになりました。」（2017年前期，Ⅱ）
　「算数的活動のある授業をほとんどの回で考え，グルー
プで意見交換をしたり他の班の意見を聞いたりすること
で，自分の考えた授業の改善する所が分かったりしてと
ても良い活動になりました。」（2017年前期，Ⅱ）
　「この授業を通じて学んだことは，他人の意見を聞く
ことは非常に大事であることに気づきました。決められ
た班の中でまず最初に他人の意見を知り，その後の発表
の時間で他の班の意見を知ることができました。また，
たった４回ずつとはいえども，班となって協力すること
で話したことのない人と話すきっかけになったり，その
人の意外な一面を知ることもできたりしました。」（2016
年後期，Ⅰ）
２．プレゼンテーションの活用について
⑴授業がプレゼンテーションを見ながら進むことで，意
味がわかりやすいと感じた。
Ⅳ　調査結果
１．グループによる話し合いの場の設定
⑴グループによる話し合う場は楽しいと感じた。
⑵グループで話し合うことで，自分とは違った考えを知
ることがあった。
⑶グループで話し合うことは，自分にとってメリットが
あったと思う。
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　「前のスクリーンに映してもらったことで，ホワイト
ボード(板書)では少しわかりにくい部分も理解できまし
た。」（2015年後期，Ⅰ）
　「プレゼンテーションがすごく丁寧に構成されていて，
とても分かりやすく意欲的になる授業でした」（2016年
前期，Ⅱ）
　「パワーポイントと板書を使っての講義は，毎回とて
も分かり易く，学びの多いものになりました。」（2017
年前期，Ⅱ）
　「ノートを毎回書くことで，テスト勉強に生きるだけ
でなく，将来にもつながるように思え，とても充実した
授業でした。」（2017年前期，Ⅱ）
３．板書とノート指導
⑴板書のおかげで，ノートを書きやすかった。
⑵授業で書いたノートは，教員になったときに役に立ち
そうと思う。
⑵授業がプレゼンテーションを見ながら進むことで，学
習に集中しやすかった。
⑶プレゼンテーションを見ながら進む初等算数Ⅱの授業
は，メリットがあった。
　プレゼンテーションの活用については，初等算数Ⅰ
において95.7～100％，初等算数Ⅱにおいては98.3～
100％が「授業がプレゼンテーションを見ながら進むこ
とで，意味がわかりやすいと」と感じている。また，初
等算数Ⅰで94.8～97.6％，初等算数Ⅱで95.8～98.3％
の学生が，「授業がプレゼンテーションを見ながら進
むことで，学習に集中しやすい」と感じている。さら
に，初等算数Ⅰで91.1～94.4％，初等算数Ⅱで95.0～
96.6％の学生が「プレゼンテーションを見ながら進む
授業は自分にとって効果的であった」と感じている。
　また，プレゼンテーションの活用に関する自由記述と
して，次のようなものがあった。
　「グループ活動やプレゼンで積極的に活動できる授業
づくりだった。」（2017年前期，Ⅱ）
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　「他の授業では，プレゼンテーションがあったらただ
読むだけでものすごくスピードが速かったりすることが
ありますが，板書にも書かれていることでとても見やす
かったです。」（2016年後期，Ⅰ）
　「ノートを毎回書くことで，テスト勉強に生きるだけ
でなく，将来にもつながるように思え，とても充実した
授業でした。」（2017年前期，Ⅱ）
　「板書はどこが大切なのか分かりやすくまとめられて
いるので学習しやすかったです。」（2016年前期，Ⅱ）
　「見やすい板書でした。要点がおさえられていて，教
師になってもう１度ノートを見直す意味がありそうで
す。」（2016年前期，Ⅱ）
４．初等算数ⅠⅡの授業全体について
⑴授業は楽しいと感じた。
⑵授業は分かりやすかった。
⑶プレゼンテーションがあるので，教員は板書を書かな
くてもよい。
　板書とノート指導については，初等算数Ⅰにおいて
97.6～100.0％，初等算数Ⅱにおいては98.3～100.0％
が「板書のおかげで，ノートを書きやすい」と感じてい
る。また，初等算数Ⅰで97.6～100.0％，初等算数Ⅱで
98.3～100.0％の学生が，「授業で書いたノートは，教
員になったときに役に立ちそうと思う。」と感じている。
一方，「プレゼンテーションがあるので，教員は板書を
書かなくてもよい。」という質問については，肯定的な
回答をした学生の割合は初等算数Ⅰで5.2～9.8％，初等
算数Ⅱで7.6～9.2％であり，約９割の学生は否定的な回
答結果であった。
　また，板書とノート指導に関する自由記述として，次
のような記述が見られた。
　「板書，すごく見やすかったのでノートを取りやすかっ
たです。」（2014年後期，Ⅰ）
　「先生によって教科書通りの授業をやっていて押しつ
けの授業だった学年は苦手だったので，私は初等算数の
ノートを利用しながら自分なりに教科書を研究してから
授業をしたいと思った。」（2014年後期，Ⅰ）
　「ホワイトボードの書き方がとても見やすくて，写し
ているガワからすると他の授業よりも（ノートに）書こ
うと思う気持ちが強くなった。このことを私も教師に
なったときに生かしたいと思った。」（2015年後期，Ⅰ）
　「分かりやすく，実践できるものが多かったので，こ
のノートはしっかり保管します。算数的活動は，最初「何
や？」と思っていたが，少しは考えられるようになりま
した。」（2016年後期，Ⅱ）
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⑶授業の内容は役立ちそうに思う
⑷授業では学びがあった。
　授業全体については，初等算数Ⅰにおいて93.1～
98.3％，初等算数Ⅱにおいては95.8～99.2％が「楽しい」
と感じている。また，初等算数Ⅰで99.1～100.0％，初
等算数Ⅱで99.1～100.0％の学生が，「授業は分かりや
すかった」と感じている。そして，初等算数Ⅰで99.2
～100.0％，初等算数Ⅱで99.2～100.0％の学生が，「授
業の内容は役立ちそうに思う」と感じている。さらに，
「授業で学びがあった」については，初等算数Ⅰで99.1
～100.0％，初等算数Ⅱでは100％の学生が「あてはまる」
の回答であった。
　また，授業全体に関する自由記述として，次のような
記述が見られた。
　「グループ活動やプレゼンで積極的に活動できる授業
づくりだった。」（2014年後期,Ⅰ）
　「算数に対する意識や考え方が変わった。学修したこ
とを一つ一つ子どもたちに身に付けさせられるようにな
りたいと感じた。」（2015年前期,Ⅱ）
　「グループで話し合って，ホワイトボードに板書して，
全体で話し合うという授業形態だったことで，頭に残る
授業であったし，楽しく授業をすることができました。
なので，私が教師になったら初等算数Ⅱのような授業形
態を使って進めたいと思いました。」（2015年前期,Ⅱ）
　「楽しかったです。授業の組み立て方や進め方など参
考にしたいところがたくさんあって，ためになりまし
た。」（2015年前期，Ⅱ）
　「私たちが主体となって進んでいく授業のスタイルで，
楽しみながら授業を受けることができました。」（2017
年前期，Ⅱ）
　「初等算数Ⅱの授業は，初等算数Ⅰの授業とはまた違っ
たおもしろさがあって，毎回の授業が楽しかった。介護
等体験で抜けた１回分の授業がとてももったいないよう
に感じた。初等算数Ⅰの授業と違って，直接授業に関わっ
てくることや，子どもたちにどのような活動をさせるこ
とが大切であるかなど，具体的に学べたことがよかった
と思うし，自分が教師になったときに，このようにやり
たいと思うようなこともたくさん発見できた。また，毎
回の授業の中で発表の時間が多く取られていて，発表す
る機会がたくさんあり，自分自身３回か４回発表したの
で自分のためにもなり，とてもよかったと思う。」（2017
年前期，Ⅱ）
　「授業の進行が型にはまっていて，次に何をすればい
いのか分かりやすかったです。」（2017年前期，Ⅱ）
　「毎回の問題提起に関して深く考えることが多く，そ
れに対してのみんなの考えや意見を聞いて，納得すると
ころや意外なところ，気がついたところもたくさんあり
ました。その一つ一つが自分にプラスになることだし，
意見の共有はぜひ将来も実践しようと思います。教師に
なる夢をもつ人たちにとって最高の授業だったと思いま
す。」（2015年後期，Ⅰ）
Ⅴ　考察と今後の課題
１．考察
⑴グループでの話し合いの場の設定は，学生にとって他
者の考えを知る機会となるとともに，学生は自分にとっ
て効果的であると感じながら楽しんで学修している。
　グループでの話し合いの場の設定については，「楽し
さ」「多様な考え」「自分への効果」のどの観点において
も，初等算数Ⅰ・Ⅱとも，約９割の学生が肯定的な意見
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であった。よって，大学の授業にグループでの話し合い
の場を導入することは，学生の学修に非常に効果的であ
ると言える。また，学生の記述内容から，他者の意見を
聞くことで自分の考えの幅が広がることや，学生同士の
コミュニケーションも広がっている様子がよく分かる。
そういったことから，学生同士の話し合いの場の設定は，
学生自身が効果的に感じ，楽しみながら学修しているも
のと考えることができる。
⑵プレゼンテーションの活用により，学生は授業に集中
しやすく内容が分かりやすくなると共に，自分にとって
効果的であると感じている
　プレゼンテーションの活用については，「わかりやす
さ」「学修への集中」「自身の学びへの効果」のどの観点
においても，初等算数Ⅰ・Ⅱとも約９割の学生が肯定的
な回答であった。よって，大学の授業への導入として
は，学生の学修に非常に効果的なものと言える。また，
学生の自由記述から，分かりやすさが学びへの意欲につ
ながっていることが分かる。よって，プレゼンテーショ
ンの活用は学生の主体的な学修を支える一つの手立てに
なっていると言える。
⑶学生は，プレゼンテーションを見るだけでなく内容に
ついての板書を求めていると共に，今後に活用できる
ノートづくりをしたいと考えている。
　板書とノートについては，「板書によるノートの書き
やすさ」「ノートの役立ち感」の観点において，約９割
の学生が肯定的な回答であった。このことから，多くの
学生は板書を参考にしてノートを書いている様子である
ことが分かる。そして，充実したノートについては，「今
後教員になったときに活用したい」と考えている様子で
ある。　一方，興味深い結果であったのは，プレゼンテー
ションと板書との関係である。「プレゼンテーションが
あれば板書はなしでもいい」という質問に対して，多く
の学生が否定的な意見であったのである。これは，学生
にとってプレゼンテーションと板書とは別の機能として
捉えていることを表している。プレゼンテーションは表
示内容が次々と変化していくことに対して，板書は文字
としてしばらくの間残るものであり，多くの学生がプレ
ゼンテーションで見たことがまとめられた形として板書
されていることを望んでいると言えよう。
⑷小中学校で多く実践されている指導方法を大学の授業
に導入することにより，学生は内容を理解し楽しみなが
ら学修していると共に，指導方法が教員になったときに
参考になると考えている。
　授業全体に関する質問については，「楽しさ」「分かり
やすさ」「役立ち」「学びがあった」のどの観点において
も９割以上の学生が肯定的であったことから，「課題設
定→話し合い→まとめ・表現→解決」の流れの授業その
もののあり方が学生の主体的な学びを支えていることが
分かる。授業内容の理解についてはもちろんのこと，学
習形態が将来の授業づくりの参考になったこと，自身の
学習が主体的であったことなどが自由記述からも分か
る。このように，小学校の指導方法は大学教育において
も導入が可能であり，学生の学びにそれなりに効果を見
ることができた。
２．今後の課題
　本研究の知見は，小中学校の指導方法を教員養成系大
学の専門科目の授業に導入することによって，学生の主
体的な学修の実現を図ることができるとともに，学生が
小中学校の授業のあり方について実感することができる
ということである。しかし，ここでは一大学の教育学部
の「初等算数Ⅰ」および「初等算数Ⅱ」の授業における
導入による結果であるに過ぎない。今後は，他の専門科
目においても導入することで，学生の主体的な学修の実
現および，小中学校の授業のあり方について学生が触れ
ることのできる場の設定を図ることが課題である。
引用，参考文献
1）中央教育審議会（2012）「新たな未来を築くための
大学教育の質的転換に向けて～生涯学び続け，主体的に
考える力を育成する大学へ～」，10
2）中央教育審議会（2012）「新たな未来を築くための
大学教育の質的転換に向けて～生涯学び続け，主体的に
考える力を育成する大学へ～」，9
3）中央教育審議会（2012）「新たな未来を築くための
大学教育の質的転換に向けて～生涯学び続け，主体的に
考える力を育成する大学へ～」，10
4）中央教育審議会（2012）「新たな未来を築くための
大学教育の質的転換に向けて～生涯学び続け，主体的に
考える力を育成する大学へ～」，14
5）ベネッセ教育総合研究所（2013）「大学生の主体的
な学習を促すカリキュラムに関する調査報告書　アン
ケート調査編」，6
6）ベネッセ教育総合研究所（2013）「大学生の主体的
な学習を促すカリキュラムに関する調査報告書　アン
ケート調査編」，9
7）国立教育政策研究所（2017）「平成29年度　全国学
力・学習状況調査　調査結果資料」
